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詳しくは２ページを参照

Oji Town
Public Relations

王寺町広報

人とまちがきらめく和のふるさとづくり

March 2015 No.647



22015.3 王伸

第１回ファミリーウォーク開催

▲明神山山頂での水神社の歴史についての解説の様子

▲自然あふれる明神山を歩きました

▲職員による畠田古墳についての解説

▲子どもたちも真剣にクイズに挑戦

▲大盛り上がりだったクイズラリー表彰式 

▲コミュニケーションをとりながら楽しく登山

▲▼当日の明神山展望台からの眺望

▲最後はあったかいぜんざいを家族で

西側

南東側

　

２
月
１５
日（
日
）、第
１
回
フ
ァ
ミ

リ
ー
ウ
ォ
ー
ク
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

集
合
場
所
の
王
寺
南
中
学
校
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
２７
家
族
（
６８
名
）

の
参
加
者
が
集
い
ま
し
た
。

　

開
会
式
の
後
、準
備
体
操
も
終
え

て
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
。参
加
者
は
、

畠
田
古
墳
、明
神
山
に
登
り
、ゴ
ー

ル
の
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
め
ざ

し
ま
し
た（
全
長
約
6
㎞
）。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
途
中
で
は
、家

族
で
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
を
楽
し
ん
だ

り
、ま
た
畠
田
古
墳
や
明
神
山
山
頂

の
水
神
社
で
は
職
員
の
解
説
を
聞

く
こ
と
で
王
寺
町
の
歴
史
に
触
れ

る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
終
了
後
に
は
、参

加
者
に
ぜ
ん
ざ
い
が
振
る
舞
わ
れ
、

み
な
さ
ん
疲
れ
た
体
を
癒
し
ま
し
た
。

　

ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
の
表
彰
式
で
は
、

正
解
数
の
多
い
上
位
１０
家
族
が
表

彰
さ
れ
、雪
丸
ぬ
い
ぐ
る
み（
小
）が

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
ウ
ォ
ー
ク

を
き
っ
か
け
に
、こ
れ
か
ら
も
家
族

で
定
期
的
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
出

か
け
、家
族
の
健
康
づ
く
り
に
努
め

ま
し
ょ
う
。
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Before

After

▲大盛り上がりの達磨寺
　

２
月
１
日（
日
）、午
前
１１
時
か
ら
達
磨
寺
で
節
分
の
豆
ま

き
が
催
さ
れ
、無
病
息
災
が
祈
願
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
日
の

た
め
に
境
内
に
組
ま
れ
た
櫓
の
中
央
に
は
大
き
な
だ
る
ま

が
お
目
見
え
。

　
「
鬼
は
外
、福
は
内
」の
掛
け
声
の
も
と
日
野
達
磨
寺
住

職
、平
井
町
長
、松
岡
議
長
、福
井
商
工
会
会
長
、片
岡
の
里

保
育
園
水
野
園
長
ら
が
升
に
入
れ
た
福
豆
を
ま
く
と
、境
内

に
集
ま
っ
た
大
勢
の
参
拝
者
は
、袋
や
帽
子
な
ど
を
使
っ
て

豆
を
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。観
光
・
広
報
大
使「
雪
丸
」も

も
ち
ろ
ん
登
場
。ま
か
れ
た
福
豆
の
中
に
は
２
種
類
の「
あ

た
り
豆
」が
含
ま
れ
て
お
り
、「
雪
丸
グ
ッ
ズ
」な
ど
が
プ
レ

ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
境
内
に
は
、雪
丸
グ
ッ
ズ
や
だ
る
ま
焼
き
、商

工
会
青
年
部
企
画
の
や
ま
と
雪
丸
鍋
、焼
き
鳥
、た
こ
焼
き

な
ど
の
屋
台
が
出
店
さ
れ
、小
さ
な
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、２
月
３
日（
火
）に
は
、片
岡
神
社
で
も
節
分
祭
が

行
わ
れ
、祭
典
の
後
、宮
司
、巫
女
ら
に
よ
る
豆
ま
き
が
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

王
寺
町
は
、
王
寺
町
植
栽
計
画
「
西
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
彩
り
の

空
間
づ
く
り
」
の
一
環
と
し
て
、
桜
の
回
廊
づ
く
り
（

下
川
）
の
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

公
益
財
団
法
人
日
本
さ
く
ら
の
会
か
ら
桜
（
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
）
を
寄
贈

し
て
も
ら
い
、
２
月
中
頃
か
ら

下
川
河
川
敷
遊
歩
道
（
薬
王
橋
か
ら
阿

弥
陀
橋
、
阿
弥
陀
橋
か
ら
畠
下
橋
）
に
２
１
０
本
植
樹
し
て
い
ま
す
。
当
該

地
を
、
散
策
や
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
、
王
寺
駅
か
ら
達
磨
寺
・
桜
並

木
の
遊
歩
道
・
明
神
山
へ
と
回
遊
性
の
あ
る
ル
ー
ト
の
整
備
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、歴
史
や
文
化
、自
然
に
親
し
み
な
が
ら
健
康
促
進
が
で
き
、観
光
・

訪
問
者
の
増
加
と
地
域
活
性
化
に
繋
が
る
も
の
で
す
。

　

桜
の
若
木
は
植
樹
か
ら
、
２
年
か
ら
３
年
で
花
を
咲
か
せ
、
大
き
く
成

長
す
る
に
は
、
１０
年
か
ら
１５
年
か
か
り
ま
す
。
散
歩
し
な
が
ら
、
ぜ
ひ
若
木

の
成
長
を
楽
し
ん
で
下
さ
い
。

達
磨
寺
・
片
岡
神
社
で
豆
ま
き
開
催
！

サ
ク
ラ
サ
ク
、王
寺
町
へ
♪

▲片岡神社の様子

▲現在の 下川

▲ 下川に桜を植樹した際のイメージ図

▲王寺町に福よ、こ～い！
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７０
歳
以
上
の
高
齢
者
が
お
互
い
に
引

き
こ
も
ら
ず
、
戸
外
へ
出
か
け
、
話
し

合
い
、
楽
し
む
こ
と
に
よ
り
、
心
と
体

の
健
康
を
高
め
て
も
ら
う
た
め
に
、
や

わ
ら
ぎ
の
手
帳
を
交
付
し
、
優
遇
措
置

に
よ
り
福
祉
の
向
上
を
図
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
う
ち
、
高
齢
者
優
待
Ｊ
Ｒ
運

賃
補
助
（
イ
コ
カ
カ
ー
ド
）
に
つ
い
て

は
、
本
年
度
継
続
の
見
直
し
を
行
い

ま
す
。

　

奈
良
県
警
察
本
部
と
連
携
し
、
高
齢

者
運
転
免
許
自
主
返
納
制
度
の
促
進
に

よ
り
、
王
寺
町
の
高
齢
者
に
よ
る
交
通

事
故
を
減
少
さ
せ
、
運
転
免
許
返
納
後

の
外
出
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

運
転
免
許
を
自
主
返
納
し
、
運
転
経

歴
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
７０
歳
以
上

の
方
に
、
奈
良
交
通
町
内
路
線
が
無
料

に
な
る
バ
ス
カ
ー
ド
を
交
付
し
ま
す
。

　

や
わ
ら
ぎ
の
手
帳
を
お
持
ち
の
方
の

外
出
を
支
援
し
、
健
康
を
高
め
て
も
ら

う
た
め
に
、
優
待
参
加
店
舗
等
で
手
帳

を
提
示
す
る
事
に
よ
り
、
割
引
等
の
優

待
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
交
渉

中
で
す
。
詳
し
く
は
決
ま
り
次
第
、
王

伸
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
運
転
免
許
の
返
納
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　

奈
良
県
警
察
本
部
運
転
免
許
課

　
（
０
７
４
４
―
２２
―
５
５
４
１
）

　

西
和
警
察
署
交
通
課

　
（
０
７
４
５
―
７２
―
０
１
１
０
）

※
す
で
に
優
待
バ
ス
カ
ー
ド
の
交
付
を
受

け
て
い
る
場
合
（
イ
コ
カ
カ
ー
ド
、
タ
ク

シ
ー
優
待
券
の
交
付
を
受
け
て
い
る
場
合

は
不
可
）
で
も
、
運
転
経
歴
証
明
書
の
交

付
を
受
け
た
場
合
、
年
度
の
途
中
で
も
交

換
を
行
い
ま
す
。

　

右
記
の
点
を
考
慮
し
、
イ
コ
カ
カ
ー

ド
５
，
０
０
０
円
分
（
新
規
は
４
，５
０

０
円
分
）
を
平
成
27
・
28
年
度
の
２
年

間
継
続
す
る
予
定
で
す
。

お問い合わせは、福祉介護課　福祉係（内線１３７～１４０）

▲運転経歴証明書

▲やわらぎの手帳

やわらぎの手帳優遇措置を見直す予定です
イ
コ
カ
カ
ー
ド

　

  

２
年
間
継
続

　

児
童
福
祉
法
の
改
正
に
伴

い
、
平
成
２７
年
度
よ
り
、
町

内
公
立
小
学
校
各
校
で
実
施

し
て
い
る
学
童
保
育
の
利
用

対
象
学
年
を
、
従
来
の
３
年

生
ま
で
か
ら
全
学
年
（
１
年

〜
６
年
生
）
へ
拡
大
し
ま
す
。

★
学
童
保
育
は
、
仕
事
な
ど

で
放
課
後
や
土
曜
日
に
子
ど

も
の
保
育
が
で
き
な
い
家
庭

の
児
童
を
対
象
に
、
平
日
は

放
課
後
か
ら
１８
時
ま
で
、
土

曜
日
は
８
時
３０
分
か
ら
１８
時

ま
で
開
設
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
運
転
免
許

自
主
返
納
者

優
待
乗
車
バ
ス
運
賃
補
助

や
わ
ら
ぎ
の
手
帳
を

　

お
持
ち
の
方
に

　
　
　

お
得
な
特
典

学
童
保
育
の

 

利
用
対
象
学
年
を

 

拡
大
し
ま
す

①
消
費
税
率
の
改
定
を
含
め
た

　

低
所
得
高
齢
者
の
生
活
へ
の

　

影
響
が
大
き
い
こ
と

②
対
象
者
の
う
ち
6
割
以
上
の

　

方
が
選
択
し
て
い
る
こ
と

③
公
共
交
通
機
関
利
用
の
利
便

　

性
が
高
い
こ
と

雪　丸 ● ● ●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●

平成●●年●●月●●日　●●●●ー●

●● ●● ●●

平成27年度より

新

新
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４
月
か
ら
小
型
家
電
製
品
の
資
源
回
収
が
始
ま
り
ま
す

　

普
段
、
家
庭
で
使
わ
れ
て
い
る

小
型
家
電
に
は
、
鉄
、
ア
ル
ミ
、
銅
、

貴
金
属
の
金
や
銀
、
ま
た
レ
ア
メ

タ
ル
と
い
わ
れ
る
希
少
金
属
な
ど

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
金

属
は
、
大
半
が
廃
棄
物
と
し
て
処

理
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
金
属
資

源
を
有
効
活
用
す
る
た
め
に
平
成

25
年
４
月
に
「
小
型
家
電
リ
サ
イ

ク
ル
法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
で
も
、
ご
み
の
減
量
化
と
小

型
家
電
の
再
資
源
化
を
推
進
す
る

た
め
、「
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
た
電

気
・
電
池
で
動
く
小
型
家
電
製
品

で
簡
単
に
１
人
で
持
ち
運
び
で
き

る
も
の
」
を
対
象
に
、
４
月
か
ら
偶

数
月
の
２
ヶ
月
に
１
度
の
割
合
で

「
小
型
家
電
製
品
」
の
資
源
回
収
を

開
始
し
ま
す
。

　

主
な
対
象
品
目
は
以
下
の
と
お

り
で
す
。
各
地
区
の
回
収
日
程
に

つ
い
て
は
、「
平
成
27
年
度　

王
寺

町
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

お問い合わせは、住民課　清掃事務所　☎７３-２５１８

■有線通信機器（電話機､ファクシミリなど） 
■無線通信機器（携帯電話､ＰＨＳなど） 
■ラジオ受信機 
■映像機器（ビデオカメラ､デジタルカメラ､   
　ＤＶＤレコーダーなど） 
■音響機器（オーディオプレイヤー、ＭＤ・ＣＤ
　プレイヤーなど） 
■パソコン、附属装置（プリンター、モニター
　など） 
■事務用電気機器（電卓､電子辞書など） 
■電動工具（グラインダー､ドリルなど） 
■計量・測定用機器（電子体温計､電子血圧計､
　ヘルスメーターなど） 
■空調用機器（扇風機、空気清浄機など）

●小型家電の附属品(リモコン、ＡＣアダプター、ケーブル、充電器など)も対象です。
　本体と一緒に出してください。
●出し方など不明な場合はお問い合わせください。

◆家電リサイクル対象品(テレビ､冷蔵庫､冷凍庫､エアコン､洗濯機､衣類乾燥機)
　　⇒家電リサイクル手続きをおこなってください。 
◆電球、蛍光灯、乾電池 
　　⇒取り外して、有害資源ごみで出してください。 
◆電気毛布、電気カーペット 
　　⇒繊維などが付着しているため、不燃ごみで出してください。 
◆マッサージ機､コタツ等 
　　⇒大型の家具にあたるため、粗大ごみで出してください。 

■台所用機器（炊飯器､電気ポット､電子レンジ、
　食器洗い機など） 
■衣料用・衛生用機器（アイロン、掃除機など） 
■保温用機器（電気ストーブ､ファンヒーター
　など） 
■理容用機器（ドライヤー、電気かみそり、
　電動はぶらしなど） 
■園芸用機器（草刈機､電気芝刈機など） 
■照明機器（懐中電灯､照明器具など） 
■電子・電気時計 
■電子・電気楽器（電子キーボード、エレキギ
　ターなど） 
■電子・電動式玩具（据置型ゲーム機、携帯
　型ゲーム機、電動おもちゃなど） 

●主な対象品目●

収集対象とならないもの
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申込対象者

申 込 方 法

申込締切日

申 込 先

往復はがきの記載例

王寺町内在住・在勤者

往復はがきに、①受講を希望する教室名　②郵便番号　③住所　④氏名
⑤年齢　⑥性別　⑦電話番号を明記の上、お申込み下さい。

3月23日（月）　※締切日当日消印有効

※今年度からすべての学級・教室の申込み受付窓口は、南公民館（文化福祉セン
ター）になりますので、ご注意ください。
※教室は原則として5月から始まります。
※往復はがきは、1教室に１人１枚とします。 
※電話・FAX・窓口でのお申込みはできません。  
※定員より多くの申込みがあれば、公開抽選します。抽選日は3月26日（木）午前10時から
南公民館（文化福祉センター）で行います。
※募集定員の過半数に達しないときは、開設を中止することがあります。
※教材費・材料費については、理由にかかわらず返金できませんので、ご了承下さい。
※注意 ハガキの記入はペンかボールペンでお願いします。（消せるボールペン不可）
※注意 過去に一度受講された教室には申込みできません。

公 民 館 名 郵便番号 住  　　所 電 話 番 号
王 寺 南 公 民 館
（文化福祉センター） 王寺町畠田 9-1608636-0021 0745-32-5201

（往信表）

往信
南
公
民
館　

行

王
寺
町
畠
田
9　

1
6
0
8

記
入
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

（返信裏） （返信表） （往信裏）

返信 受
講
希
望
者
氏
名

連
絡
先
住
所

●受講希望教室名

●郵便番号

●住所

●氏名

●年齢

●性別

●電話番号

募 集 要 項
平成27年度 王寺町公民館学級・教室

6 3 6 0 0 2 1
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　　　学ぶ楽しさ 再発見！！
平成27年度　王寺町公民館学級・教室生募集

キラリ
●地域交流センターの教室

教　室　名 学 習 目 標 募集人員 講　師　名 対 象 回数 開　催　日 時　間 備　考

募集要項は右のページに掲載しています。

1

2

3

4

5

6

7

郷土の歴史・文化を現地
見学しながら探ります。

昼食代・
拝観料・

交通費は各自負担

悠久の奈良を紐解こう

歴 史 教 室 25名 10一 般
男 女

8:50～
16:30

竹 村  　 隆

着付けの基礎・さまざまな
結び方を学びます。

「ヘタでいい、ヘタがいい」
をモットーに楽しく学び
ます。

要：浴衣
素敵な和装時間

着 付 教 室 20名 10一 般
女 性

9:30～
12:00西 村　美智子

パン作りの基本を学び
ます。

材料費
5,000円
8月は休み
材料費 2,000円
道具一式 8,000円
（道具ある方は、
 お持ち下さい。）

5～10月の教室
教材費5,400円
その他道具類持参

焼き立てを自宅でも☆

パン作り教室 16名 10一 般
男 女

9:40～
12:20佐 藤 　 直 子

はじめての、絵手紙

絵 手 紙 教 室 12名 10一 般
男 女

9:30～
11:30

●泉の広場公民館の教室
教　室　名 学 習 目 標 募集人員 講　師　名 対 象 回数 開　催　日 時　間 備　考

1

2

3

4

絵を描く基本を学びます。
水彩用具必要
（お持ちでない方
は、初日に購入可）

表現をたのしもう

絵 画 教 室 15名 10一 般
男 女

9:00～
12:00川 田 　 久 世

料理の基本を学び、簡単な
料理は自分で作れるように
なりましょう。

自宅で出来るアロマセラピーを
医療グレードで学び、季節に応
じたアロマグッズを作成します。

教材費
8,000円

教材費
1,000円

教材費
8,000円

キッチンの主役はあなた

男の料理教室 12名 10一 般
男 性

9:30～
13:00北浦　真優美

絵の具に慣れ親しみま
しょう。

えがいてまなぶ

子 ど も の
絵 画 教 室
心とからだの健康に

メディカル・アロマ
セラピー教 室

15名 10小学生 10:00～
12:00中 野 　 美 穂

15名 10一 般
男 女

10:00～
12:00住 谷 　 彩 衣

●王寺南公民館の教室
教　室　名 学 習 目 標 募集人員 講　師　名 対 象 回数 開　催　日 時　間 備　考

1

2

3

4

明るく充実した老後を過ご
すために学びます。

充実した生活

シルバー学 級 20名 1065歳以上
男 女

13:00～
14:30

そ の 都 度
変 わ りま す

陶による自由なモノ作りを
学びます。

つちにかえろう

陶 芸 教 室 20名 10一 般
男 女

10:00～
14:30嶋 田 　 健 児

手作りケーキを楽しみ、生
活を豊かにします。

材料費
7,000円

材料費
必要

材料費
8,000円～
8,500円

道具代3,000円
材料費陶土1kgで
1,000円（毎回）

パティシエ入門

ケ ー キ 教 室 20名 10一 般
男 女

9:30～
12:00

長 瀬　由美子

園芸の基礎を学び、草花
園芸の楽しみを知りま
しょう。

珈琲の歴史、お家でのこ
だわりコーヒーの淹れ方
を学びます。

なごみガ ーデ ンライフ

ガーデニング教室 20名 4一 般
男 女

一 般
男 女

13:30～
15:30吉 田 　 節 子

バイアス編は特許技法。手編
みでしか編むことが出来ない
編み物を楽しんでください。

無限のデザインを楽しむ

バイアス編教室 15名 10一 般
女 性

9:00～
12:00小 川 　 康 子

手持ちのカメラを自由に操
り、その取扱いの基礎や活
用法の取得をめざします。

5月～9月
の教室

瞬間を切り取る

デジタルカメラ
写 し 方 教 室

20名 10一 般
男 女

9:30～
12:00伊 賀 　 　 亨

毎月第１金曜日
５月・１月は第２金曜日

毎月第３金曜日
２月は第２金曜日

毎月第３土曜日
８月・１２月は第２土曜日

毎月第１金曜日
５月・７月は第２金曜日
１月は第３金曜日

5/22 ・ 7/17・
11/20 ・ 12/18
の各金曜日

毎月第３土曜日
８月は第４土曜日

毎月第２金曜日
８月は第４金曜日

毎月第４水曜日

毎月第３木曜日

毎月第２水曜日

毎月第３水曜日

5/8 ・ 6/5 ・ 7/3 ・ 9/4
10/2 ・ 10/16 ・ 11/6・
12/4 ・ 1/8 ・2/5の各
金曜日

5/22 ・ 6/19 ・ 9/4 
9/25 ・ 10/9 ・ 11/6 
11/27 ・ 1/22 ・ 2/19の
各金曜日と12/17の木曜日

5/13 ・ 5/27 ・ 6/10・
6/24 ・ 7/8 ・ 7/22・
8/26 ・ 9/9 ・ 9/30・
10/14の各水曜日

5/8 ・ 5/22 ・ 6/12・
6/26 ・ 7/3 ・ 7/17・
8/7 ・ 8/21 ・ 9/11・
9/25の各金曜日

心が和むパステル画、スタ
ンプアートの技法を学び
ます。

教材費
6,000円

心地よいアート

パステル＆スタンプ
アート教室

16名 10
一 般
男 女

9:30～
11:30

南 　 　 展 代

　 村　満由美

●王寺南公民館の短期教室
　   ※短期教室は開講前に「かわら版おうじ」で募集します。詳しくは南公民館（文化福祉センター）にお問い合わせ下さい。

教　室　名 学 習 目 標 募集人員 講　師　名 対 象 回数 開　催　日 備　考

1 コーヒーインストラクターに学ぶ

珈 琲 講 座 15名 3×3吉 岡 　 　 誠 材料費
必要１０月以降に開催予定
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音楽のある
まちづくり

　

１
月
２４
日（
土
）、２5
日（
日
）、大
和
高
田
市
文
化
会
館
さ
ざ
ん
か
ホ
ー

ル
で
第
４２
回
奈
良
県
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
王
寺
町
か
ら
出
場
し
た
王
寺
南
中
学
校
吹
奏
楽
部

管
打
６
重
奏
（
１
年　

竹
谷
優
衣
、
藤
原
史
奈
、
２
年　

植
田
智
子
、

松
本
貴
志
、
山
野
七
星
、
吉
岡
由
宇
）、
王
寺
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ン
ド
ハ
ル

モ
管
打
５
重
奏
（
６
年　

高
島
柚
香
、
西
田
楓
、
平
田
大
和
、
５
年　

下
濱
美
月
、
竹
谷
百
桃
）
が
共
に
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

２
月
１１
日（
水
）に
行
わ
れ
た
第
４１
回
関
西
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス

ト
へ
も
出
場
し
、
王
寺
南
中
学
校
は
銀
賞
、
王
寺
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ン
ド
ハ

ル
モ
は
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
練
習
の
成
果
を
充
分
発
揮
し
、
落
ち
着
い
た
美
し
い
ハ
ー
モ

ニ
ー
を
会
場
に
響
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

１
月
２５
日（
日
）、
や

わ
ら
ぎ
会
館
イ
ベ
ン
ト

ホ
ー
ル
で
、「
た
の
し

い
音
楽
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

王
寺
工
業
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

〝
Ｔ
ｈ
ｅ 

Ｂ
ｌ
ｕ
ｅ 

Ｃ
ｏ
ｌ
ｌ
ａ
ｒ
ｓ
〞

が
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ジ
ャ
ズ
を
中
心

に
、
聴
き
馴
染
み
の
あ
る
ポ
ッ
プ
ス

な
ど
を
交
え
て
、
高
校
生
ら
し
い
エ

ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
演
奏
を
披
露
し
ま

し
た
。

▲王寺南中学校吹奏楽部管打６重奏

写真提供：（株）大阪フォトサービス様
▲王寺ジュニアバンドハルモ管打５重奏

▲賞状を手に笑顔

▲会場は大いに盛り上がりました ▲迫力ある演奏で聴衆を魅了

「人」と「人」をつなぐ音楽あふれるまちへ

「
た
の
し
い
音
楽
会
」

を
開
催

快挙!
王
寺
南
中
学
校
吹
奏
楽
部

王
寺
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ン
ド
ハ
ル
モ

奈
良
県
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト

金
賞
受
賞
!

監 督
コーチ
コーチ

池 内 　 修
山 口 　 巖
平 田 　 治

（体育協会会長）
（体育協会陸上部長）
（体育協会陸上部）

準備万端 子ども駅伝 がんばるぞ！
第１０回市町村対抗子ども駅伝大会出場選手

池内　一也
岡村　天雅
榎　  健吾
竹田　陽大
海原　紬希
大倉　凜也

6
6
6
6
5
5

王寺南小学校
王寺南小学校
王寺小学校
王寺小学校
王寺小学校
王寺小学校

6
6
6
5
5
5

杉森　若奈
高橋　玲那
玉城　璃子
草野　愛悠
鹿島　七星
松岡　里桜

王寺北小学校
王寺南小学校
王寺小学校
王寺小学校
王寺南小学校
王寺南小学校

選手名（男子） 学 校 名 学年 選手名（女子） 学 校 名 学年

今年の王寺町代表選手たち

　第１０回市町村対抗子ども駅伝大会が、３月７日（土)、馬見丘陵公園で開催されます。
２８名の候補者の中から王寺町代表として選ばれた男女各６名が、大会までの毎週水曜
日、約１時間３０分の練習を 下川周辺遊歩道で積み重ねてきました。
　練習では、体育協会陸上部のコーチからのアドバイスや指導をうけ、本番を目前に選手
たちの気持ちも盛り上がっています。
　今年も、最後まで全員で力をあわせてタスキをつないで頑張ってください。
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新
春
の
幕
開
け
は

　
　
雅
な
筝
の
音
色
で

　

１
月
１０
日
（
土
）、
出
会
い
と
に

ぎ
わ
い
の
創
出
イ
ベ
ン
ト
新
年
最

初
の
『
り
ー
べ
る
ア
ラ
カ
ル
ト
〜

本
日
の
一
品
』
王
寺
町
文
化
協
会
筝

曲
部
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
筝
演
奏

が
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
イ
ベ
ン

ト
広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
春
ら
し
く
、『
編
曲　

春
の
海
』

で
は
じ
ま
っ
た
演
奏
は
、
筝
の
名

曲
『
六
段
の
調
べ
』
や
『
四
季
の
日

本
古
謡
』
の
ほ
か
、
二
人
の
小
学
生

を
ま
じ
え
た
演
奏
で
『
踊
る
ポ
ン

ポ
コ
リ
ン
』
な
ど
の
ア
ニ
メ
主
題

歌
メ
ド
レ
ー
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

時
に
尺
八
と
の
合
奏
も
あ
り
、

演
奏
は
『
黒
田
節
に
よ
る
幻
想
曲
』

ま
で
全
５
曲
。
晴
れ
着
姿
で
の
見

事
な
演
奏
に
70
人
を
超
え
る
観
客

は
静
か
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

１
月
１８
日（
日
）、王
寺
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
リ
ー
ベ
ル

ホ
ー
ル
で
、
大
和
の
歴
史
文
化
の
入
門
編
を
学
ぶ
歴
史
リ
レ
ー

講
座
「
大
和
の
古
都
は
じ
め
」
第
４
回
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
元
興
寺
住
職
の
辻
村
泰
善
氏
で
、
県
内
外
の
２
４

７
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
は
「
聖
徳
太
子
信
仰
の
あ
れ
こ
れ
」
と
題
し
て
行
わ
れ
、

今
な
お
残
る
聖
徳
太
子
の
様
々
な
伝
承
が
仏
教
と
深
く
結
び
つ

い
て
い
る
こ
と
を
、
住
職
と
い
う
立
場
か
ら
優
し
い
語
り
口
で

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
も
講
演
終
了
後
、
王
寺
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の

会
の
案
内
で
達
磨
寺
の
見
学
会
を
行
い
、
２０
名
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。

こ　　と

こ　　と

「大和の古都はじめ」第4回を開催！歴史リレー
講座

第7回　４月１９日（日）13：30～15：00
　　　　 谷山　正道氏（天理大学教授）
　　　　　「江戸時代の旅とおかげ参り―王寺町域の事例にもふれながら―」

第８回　５月２４日（日）13：30～15：00
　　　　 山田　法胤氏（薬師寺管主）
　　　　　「和国の教主　聖徳太子」

第９回　６月２１日（日）13：30～15：00 
　　　　 千田　嘉博氏（奈良大学学長）
　　　　　「松永久秀と大和の城」

第10回　７月１９日（日）13：30～15：00
　　　　 田中　眞瑞氏（信貴山大本山千手院貫主）
　　　　　「信貴山朝護孫子寺と松永弾正久秀」

第11回　８月１６日（日）13：30～15：00
　　　　 上野　誠氏（奈良大学教授）
　　　　　「万葉集の聖徳太子」

第12回　 9月20日（日）13：30～15：00 
　　　　 日野　周圭氏（片岡山達磨寺（奈良県王寺町）住職）
 　　　　 廣瀬　正史氏（少林山達磨寺（群馬県高崎市）住職）
　　　　　「町制施行90周年記念シンポジウム『達磨とだるま』」

お問い合わせは、王寺町観光協会　☎33－6668

平成27年度から申込み方法が変更（事前申込み不要　当日先着順）と
なりました。
定員　各回270名　受講料　500円
場所　地域交流センターリーベルホール
開講日（当日）午前11時から入場券を配布。

「大和の古都はじめ」平成27年度ラインナップ（予定）
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今
回
退
任
さ
れ
ま
し
た
自
治
会
長

に
町
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
町
と
自
治
会
の
パ
イ
プ
役
と
し

て
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
新
会
長
共
々
、
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

退
任
自
治
会
長
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

平成27年の自治会長が決まりました平成27年の自治会長が決まりました
自 治 会 自 治 会 長 自 治 会 自 治 会 長

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た

東 御 幸

東 王 塚

御 幸

在 原

多 聞

玉 井

堀 之 内

小 松

古 寺

み そ の

花 山

清 川 弐 番 館

り ー べ る 王 寺

天 　 　 平 　 　 台

青 松 園

向 ヶ 丘

桃 山

池 の 原

白 　 　 　 　 　 瓜

中 村

井 戸

門 前

張 井

張 井 北 町

清 川 五 番 館

天 吹 （敬称略・順不同）

片 岡 山 荘

藤 井

大 峯

大 田 口

グランデージ王寺

神 前 橋

王寺スカイヒルズ

王 寺 １ 丁 目

舟 戸 ２ 丁 目

舟 戸 山

舟 戸

舟 戸 西

下 １ 丁 目

イトーピア 下台

南 駅 前

阪 奈

か つ ら ぎ

小 黒

送 　 　 　 　 　 迎

緑 ヶ 丘

山 上

美 し ヶ 丘

泉 　 ヶ 　 丘

つ く し

さ く ら

フォレストフィール畠田

孤 杉 俊 治

土　肥　三枝子

織 田 一 人

大 　 偉 之

堀 内 道 男

森 　 彰

惠 木 健 一

寺 田 善 紀

安 川 正 人

巽 　 勇 吉

　　屋　喜久夫

福 井 國 博

山 本 恵 美

井 村 知 次

柳 瀨 隆 彦

水 谷 賢 次

石 川 良 一

 彰

土 谷 正 孝

青 山 　 登

西 川 雅 雄

古 田 英 機

田 進 亮

仲 窪 宏 之

竹 尾 育 世

畑 井 幸 二

連 合 会 長 井 村 知 次

御

幸

玉

井

清
川
弐
番
館

中

村

清
川
五
番
館

藤

井

グ
ラ
ン
デ
ー
ジ
王
寺

王
寺
１
丁
目

舟
戸
２
丁
目

舟

戸

山

阪

奈

つ

く

し

さ

く

ら

奈
良
璋
一

川
則
夫

髙
橋
理
香

井
上
雅
行

木
村
松
美

山
科
克
巳

　

田
雅
紀

植  

嶋 

平
一
郎

續
田
正
行

橋
本
　

三

藤
本
忠
司

池
野
良
昭

栁
谷
　

剛

山 田 眞 誠

川 口 哲

村 仁 雄

植 田 博 光

竹 上 晴 彦

桝 谷 徹 雄

井 手 雅 寛

増 田 哲 郎

井 上 　 正

寺 師 春 　

川 中 泰 存

山 田 芳 男

辰 己 賢 一

伊　藤　由紀子

光 安 明 彦

小 野 三 吾

池 田 義 人

土 谷 清 彦

木 下 　 剛

浅 井 秀 樹

植 田 得 實

荒 井 隆 昭

安 井 克 明

松 本 和 己

塩 野 秀 樹

直 鳥 誉 士
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王
寺
中
学
校

世
代
交
流
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　

  

ゴ
ル
フ
大
会

キ
ャ
リ
ア
教
育
（
職
場
体
験
学
習
）

福
祉
体
験
学
習

あ
い
さ
つ
運
動

　

運
動
場
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

と
、世
代
を
超
え
て
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
を
一
緒
に
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
生
徒
か
ら「
初
め
て

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
体
験
し
ま

し
た
。み
な
さ
ん
が
丁
寧
に
指
導

し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
楽
し
く
活

動
で
き
ま
し
た
。」又
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
か
ら
は
、「
中
学
生
の
み
な

さ
ん
が
礼
儀
正
し
く
て
気
持
ち
よ

く
交
流
が
で
き
ま
し
た
」と
感
想

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

王
寺
南
中
学
校

社
会
貢
献
事
業

　

地
域
の
事
業
所
や
店
舗
で
受
け

入
れ
を
お
願
い
し
、
福
祉
関
係
の

専
門
学
校
の
先
生
を
招
い
て
、
高

齢
者
疑
似
体
験
（
車
イ
ス
、
装
具
、

杖
）
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

放
課
後
学
習
支
援

環
境
整
備

　

吹
奏
楽
部
・
バ
ト
ミ
ン
ト
ン

部
に
外
部
指
導
者
を
招
い
て
、

技
術
指
導
を
行
っ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
か
ら
「
自
分
の
経
験
や
技
能

が
活
か
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ら

れ
る
の
で
、
都
合
を
つ
け
て
続

け
て
い
き
た
い
で
す
」
と
感
想

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
と
、

中
学
校
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
、
一
緒
に
協
力
し
て
校
内
の
プ

ラ
ン
タ
ー
に
花
の
苗
を
植
え
校
内

美
化
整
備
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

王
寺
南
中
学
校
と
西
大
和
学
園

中
学
校
・
高
等
学
校
生
徒
会
が
共

同
で
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し

て
Ｊ
Ｒ
王
寺
駅
前
周
辺
の
美
化
活

動
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

王
寺
工
業
高
校
の
み
な
さ
ん
と

共
に
あ
い
さ
つ
運
動
を
し
ま
し
た
。

あ
い
さ
つ
は
、
立
ち
止
ま
り
・
相

手
の
顔
見
て
・
元
気
よ
く
！

　

参
加
し
た
生
徒
は
「
王
寺
工
業

高
校
の
み
な
さ
ん
の
迫
力
あ
る
挨

拶
に
圧
倒
さ
れ
た
」、「
私
た
ち
も

常
に
心
掛
け
た
い
と
思
っ
た
」
と

感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

放
課
後
学
習
会

　

年
間
５
回
の
定
期
テ
ス
ト
前

の
放
課
後
と
夏
休
み
・
冬
休
み

に
、
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
に
生
徒
の
英
語
・
数
学
・

理
科
の
学
習
支
援
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
か
ら「
短

い
時
間
の
中
で
、一
つ
で
も
理

解
し
て
も
ら
え
て
参
加
し
た
か

い
が
あ
り
ま
す
」
と
感
想
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

王寺中学校編 ＆ 王寺南中学校編

学校・地域パートナーシップ事業は、学校と地域が協働して
「地域とともにある学校」をめざし活動しています。　　

地域のちから

▲世代を超えた交流が実現

▲擬似体験の様子

▲元気にあいさつできました

▲みんなで協力して花の苗を植えました▲王寺駅をきれいに！
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王
寺
町
の
北
端
を
流
れ
る
大

和
川
は
、
舟
戸
の
と
こ
ろ
で
北
へ

蛇
行
し
、
久
度
を
ま
わ
り
こ
む
よ

う
に
し
て
今
度
は
南
に
折
れ
て

流
れ
て
い
ま
す
。

久
度
は
中
洲
だ
っ
た

　

現
在
、
王
寺
町
は
北

城
郡

に
属
し
て
い
ま
す
が
北
側
の
三

郷
町
・
斑
鳩
町
は
、
大
和
川
が
郡

の
境
界
と
な
っ
て
生
駒
郡
に
属

し
て
い
ま
す
。

　

北

城
郡
と
生
駒
郡
は
、
明

治
30
年（
１
８
９
７
）に
広
瀬
郡

と

下
郡
、
添
下
郡
と
平
群
郡

が
合
併
し
て
で
き
た
郡
で
す
。

　

大
和
川
が
郡
の
境
界
に
な
っ

て
い
た
の
は
江
戸
時
代
で
も
同

じ
で
、
王
寺
村
が

下
郡
、
河
合

村
が
広
瀬
郡
、
立
野
村
・
勢
野
村
・

神
南
村
が
平
群
郡
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
今
で
こ
そ
大
和
川

は
久
度
の
北
側
を
ま
わ
っ
て
流

れ
て
い
ま
す
が
、
昔
は
久
度
の
南

側
に
も
分
流
し
、
久
度
が
中
洲

で
あ
っ
た
と
い
う
説
が
あ
り
ま

す
。
大
和
川
が
北
へ
蛇
行
す
る
地

点
で
二
手
に
分
か
れ
、
北
は
現
在

と
同
じ
流
れ
、
南
は
そ
の
ま
ま
西

に
流
れ
て
途
中
で

下
川
と
合

流
し
、
今
の
出
合
橋
の
と
こ
ろ
で

大
和
川
と
合
流
す
る
と
い
う
も

の
で
す
。

　

こ
の
説
の
根
拠
は
大
き
く

い
っ
て
三
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
は
、
久
度
の
南
に
川
跡
と

考
え
ら
れ
る
低
い
地
形
が
続
い

て
い
る
こ
と
、
二
つ
は
、
昔
、
王

寺
駅
の
南
側
あ
た
り
を
流
れ
る

小
川
を
「
古
川
」
と
呼
び
、
大
和

川
が
二
手
に
分
か
れ
る
流
れ
を

堰
き
止
め
る
よ
う
な
場
所
に
「
今

堤
」
と
い
う
堤
防
が
築
か
れ
て
い

た
こ
と
、
そ
し
て
三
つ
は
、
古
代
・

中
世
に
は
久
度
が
今
と
は
違
う

郡
に
属
し
て
い
た
こ
と
で
す
。

郡
名
か
ら
考
え
る
大
和
川

　

奈
良
時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま

で
の
久
度
の
郡
名
を
年
表
に
す

る
と
、
そ
の
変
遷
が
よ
く
わ
か
り

ま
す
。

　

７
８
３
年
と
９
２
７
年
、
久
度

神
社
は
平
群
郡
に
属
し
て
い
ま

し
た
が
、
１
０
１
７
年
以
降
、
久

度
は
広
瀬
郡
に
属
し
て
い
ま
す
。

　

西
安
寺
は
、
今
の
舟
戸
神
社

に
あ
っ
た
寺
院
で
、
こ
ち
ら
も
久

度
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、
８

３
３
年
か
ら
広
湍
（
瀬
）
郡
に
属

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
郡
名
の
変
遷
を
、

郡
の
境
界
に
な
っ
て
い
た
大
和

川
の
流
れ
の
変
遷
と
重
ね
る
と

う
ま
く
理
解
で
き
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
奈
良
・
平
安
時
代

に
は
久
度
神
社
の
南
に
大
和
川

の
本
流
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に

平
群
郡
に
属
し
て
い
た
の
が
、

平
安
時
代
の
終
わ
り
頃
に
は
久

度
の
北
に
大
和
川
の
本
流
が
変

わ
り
、

下
川
が
郡
の
境
界
と

な
っ
て
広
瀬
郡
に
属
す
よ
う
に

な
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。

　

た
だ
し
、
こ
れ
は
郡
名
か
ら
考

え
ら
れ
る
大
和
川
の
流
れ
で

あ
っ
て
、
本
当
に
そ
の
よ
う
に
変

わ
っ
て
い
っ
た
の
か
、
は
っ
き
り

と
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

▲ 郡名から考えられる大和川の流れ

▲ 

年表　史料にでてくる久度の郡名

郡
名
か
ら
考
え
る
大
和
川
の
流
れ

〜
平
群
郡
・
広
瀬
郡
だ
っ
た
久
度
〜

第22回

   思いつくまま、
歴史の旅

か
つ
　
げ
　
ぐ
ん

な
か
　
すい

ま

さ
い
　あ
ん
　
じ

ひ
ろ
　
せ

つ
つ
み

そ
え 

し
も 

ぐ
ん

た
つ  

の  

む
ら

じ
ん 

な
ん 

む
ら

せ   

や   

む
ら

久度神社

卍
西安寺

下
川

平群郡

広瀬郡

）流本（川和大

大和川（支流）

久度神社

卍
西安寺

平群郡

広瀬郡

大和川（本流）

 年　代 対　象 郡名 典　拠
延暦２年 (783) 久度神 平群郡 『続日本紀』
天長 10 年 (833) 西安寺（久度） 広湍郡 『続日本後紀』
延長５年 (927) 久度神社 平群郡 『延喜式』
寛仁元年 (1017) 久度 広瀬郡 「信貴山寺資財帳」
仁安３年 (1168) 久度（西安寺） 広瀬郡 「大原吉宗田地売券」
文明２年 (1470) 久度村 広瀬郡 「久度村田畠之事」
文明８年 (1476) 久度郷 広瀬郡 久度神社春日曼荼羅箱書

延暦２年
天長10年
延長５年
寛仁元年
仁安３年
文明２年
文明８年
享保19年

（783）
（833）
（927）
（1017）
（1168）
（1470）
（1476）
（1734）
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●火・水・木・金曜日

印は休館日です

9:30～19:00
●土・日曜日・祝日 9:00～17:00

図書館ホームページアドレス
http://www.library.oji.nara.jp/

http://www.library.oji.nara.jp/i/ihome.html

TEL:0745-73-3398
FAX:0745-31-5123

4月

6

13

20

27

7

14

21

28

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

3

10

17

24

4

11

18

25

5

12

19

26

火 水 木 金 土日 月
3月

2

9

16

23

30

3

10

17

24

31

4

11

18

25

5

12

19

26

6

13

20

27

7

14

21

28

1

8

15

22

29

火 水 木 金 土日 月 開館時間

お問い合わせ

携帯版

小説・エッセイ 趣味・実用書 歴史・社会・その他

え　ほ　ん ものがたり ち　し　き

おすすめ新着図書（1月末現在）

　「絶対に逃さない。何
が何でも採るのよ」 学生
との駆け引き、ネット上の
情報工作…。採用プロ
ジェクトリーダーを任され
た川俣志帆子が、最後に
手にしたものは? 「就活」
の裏側をリアルに描く。

　カラー筆ペンを使え
ば、カラフルでカワイイ
文字が簡単に書けます。
カラー筆ペンを使った

「古代文字」「トンパ文
字」のカードとペーパー
グッズの作り方を、作
例を多数交えて紹介し
ます。

『あの子が欲しい』 
　　　　　　　　   朝比奈あすか：著

『ロバのジョジョとおひめさま』
 ヘレン・スティーヴンズ：絵　マイケル・モ－パーゴ：文

『アンブラッセ』 阿刀田高：著
『でんでら国』 平谷美樹：著
『壊れた自転車でぼくはゆく』 市川拓司：著
『悪足掻きの跡始末』 佐藤雅美：著
『叛徒』 下村敦史：著
『冷蔵庫を抱きしめて』 荻原浩：著
『恋形見』 山口恵以子：著
『日本の「運命」について語ろう』 
　　　　　　　　　　　浅田次郎：著
『寝ても覚めても夢』 ミュリエル・スパーク：著

『カラー筆ペンで文字あそび』
 さとだてゆめこ：著

　「聖なる怪物」吉田
松陰とはどんな人物
にして、どんな思想を
持っていたのでしょう
か? 日本の近代化とは
一体、どんな日々だっ
たのでしょうか? 幕末
の志士たちや、松陰の
妹・文の秘められたエピソードを紹介。

『乙女の松下村塾読本』
　　　  堀江宏樹：著　滝乃みわこ：著

『誰がアメリカンドリームを奪ったのか？
 上・下』　　　ヘドリック・スミス：著

『インスタントラーメンが海を渡った日』
　　　　　　　　　　  村山俊夫：著

『世界でいちばん美しい洞窟、魅惑
  の石窟』　　　　　MdN編集部：編

『詩はあなたの隣にいる』
　　　　　　　　　　　井坂洋子：著

　血のつながらない
父さんがふたり。母さ
んはいない。でも、こ
んなすてきな生活も
あるのです。ゴールド
ラッシュが終わりを告
げたアラスカを舞台に
描く、美しい自然と、
心でつながるやさしき人々の物語。

　どの家庭にも
常備してある砂
糖と塩。見た目
がそっくりな2つ
の調味料の違
いを、味、熱を
加えたときやお
湯に溶かしたときの反応、結晶の形、つく
り方、使い方などを通して紹介する。

　「ロバさんと、お
ともだちになりた
いの!」だれにもや
さしくしてもらった
ことのないロバの
ジョジョ。
　ところがある日、
やさしいおひめさ
まと出会い…。

『アラスカの小さな家族』　　
 　　　　 カークパトリック・ヒル：著

『さとうとしお』　　　　　
　　　　　　　　ひさかたチャイルド

アレルギー対策

働くママを応援します

3.11原子力発電を考える

自然はともだち

図書館
『今月の特集』 コーナー
図書館
『今月の特集』 コーナー図書館の

イベント
読み聞かせ

ぴよぴよ(1・2歳以上向け)
4月 7日（火） 10：30～

にこにこ(3歳以上向け)
4月 5日（日） 14：00～

腹話術
3月29日（日） 14：00～

絵本の部屋(プレママ・プレパパ・０歳児)
3月24日（火） 10：30～

きらきら(6歳以上向け)
3月22日（日） 14：00～

『モダン・テーブルセッティング』
 浜裕子：著

『思い出をデジタル化して永久保存する本』
 洋泉社

『舌を、見る、動かす、食べるで健康になる！』
 平地治美：著

『奈良大和路茶の湯逍遙』
 神津朝夫：著
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王
寺
町
文
化
協
会

川
柳
・
短
歌
・
俳
句
部
会

小
島
彩
起
子

梅
だ
よ
り

聞
き
て
狭
庭
に　

出
て
見
れ
ば　

蕾
の
数
多　

大
寒
の
中

芝
池
小
夜
子

ほ
つ
ほ
つ
と

梅
の
花
芽
の　

出
揃
ひ
て

咲
く
日
待
ち
つ
つ　

寒
を
凌
ぎ
ぬ

今
西　

幹
二

枝
々
に

び
っ
し
り
つ
い
て
る　

冬
木
の
芽

温
も
り
も
あ
る　

藍
色
の
空山

田　

謙
造

宿
帳
に
そ
っ
と
小
文
字
で
妻
と
書
く

宮
町
よ
り
子

金
策
に
寒
波
が
阻
む
雪
五
尺大

西　

博
子

口
下
手
も
笑
顔
が
加
勢
し
て
く
れ
る

小
林　

和
之

お
し
ど
り
も
一
羽
で
泳
ぐ
倦
怠
期

西　
　

和
雄

狭
い
日
本
頑
張
っ
て
い
る
西
之
島

中
山
恵
美
子

御
嶽
の
雪
を
拝
ん
で
春
を
待
つ

菱
木　
　

誠

乾
杯
の
コ
ッ
プ
に
明
日
を
注
ぎ
足
そ
う

中
川　

慶
子

両
の
手
が

使
え
る
喜
こ
び　

し
み
じ
み
と

せ
っ
せ
と
家
事
を　

こ
な
す
我
な
り

花
岡
百
合
子

朝
霧
ふ

晴
れ
間
を
待
た
ぬ　

景
色
に
て

真
白
き
水
仙
に　

心
と
ど
め
む

塩
川　

雄
三

鶯
の
鳴
き
だ
し
峽
の
明
る
う
す

長
谷
川
紀
美
子

節
分
の
闇
に
匂
ひ
の
あ
り
に
け
り

松
木
つ
や
の

マ
ス
ク
し
て
よ
き
目
鼻
だ
ち
か
く
れ
け
り

本
多
紀
美
子

地
は
耐
へ
て
天
は
見
守
り
お
山
焼

五
十
嵐
廣
子

年
の
豆
握
り
切
れ
ざ
る
数
と
な
り

森
川　
　

翠

春
の
雪
風
と
た
は
む
れ
遊
び
を
り

　

堀
上　

慶
子

早
打
ち
の
太
鼓
が
煽
る
鬼
や
ら
ひ

清 掃 分 庁 舎 tel 73-2518 fax 73-2518
泉の広場公民館 tel 73-1162 fax 40-0744

王 寺 ア リ ー ナ
文化福祉センター
老人憩いの家片岡の家

tel 72-1033 fax 72-1033
tel 32-5201 fax 73-6333
tel 72-6602 fax 72-6602

や わ ら ぎ 会 館
図  書  館  シルバー人材センター

tel 31-5555 fax 72-9588
教育委員会事務局 tel 72-1031 fax 72-9588

tel 73-3398 fax 31-5123 tel 72-1018 fax 72-1016
お知らせコーナー

〜
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
契
約
す
る
時
は
〜

　

今
年
度
も
こ
れ
ま
で
、オ
ー
ル
電
化
工
事
、太
陽
光
パ
ネ
ル
、

屋
根
工
事
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
雨
樋
の
掃
除
や
排
水
管

の
清
掃
を
安
価
で
や
る
と
い
う
、
怪
し
い
電
話
が
か
か
っ
て

き
た
と
い
う
相
談
も
入
り
ま
し
た
。

☆
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
契
約
す
る
際
の
注
意
点
☆

①
業
者
を
決
め
る
時
は
、
複
数
か
ら
見
積
り
を
と
っ
て
、
金 

　

額
と
工
事
内
容
を
確
認
す
る

②
契
約
書
は
必
ず
取
り
か
わ
す

　

口
約
束
で
工
事
を
進
め
て
し
ま
う
と
、
後
々
ト
ラ
ブ
ル
に

な
り
ま
す
。
知
り
合
い
や
近
所
の
業
者
、
以
前
も
依
頼
し
た

業
者
で
あ
っ
て
も
、き
っ
ち
り
と
書
面
の
交
付
を
求
め
ま
し
ょ

う
。
業
者
と
話
し
合
っ
た
こ
と
は
記
録
に
残
し
ま
し
ょ
う
。

③
工
事
の
必
要
性
に
つ
い
て
よ
く
検
討
す
る

　

必
要
な
工
事
だ
と
か
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
だ
と
か
言
わ
れ
て
、

予
定
し
て
い
な
か
っ
た
工
事
を
勧
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
断
る
場
合
は
、
は
っ
き
り
と
伝
え
ま
し
ょ
う
。

④
訪
問
販
売
な
ど
不
意
打
ち
性
の
高
い
勧
誘
方
法
の
場
合
、

す
ぐ
に
契
約
し
な
い

⑤
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ

　
（
公
益
社
団
法
人
）
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
・
紛
争
処
理
支
援
セ

ン
タ
ー
の
「
住
ま
い
る
ダ
イ
ヤ
ル
」（
℡
０
５
７
０-

０
１
６-

１
０
０
）
で
は
、
無
料
で
、
リ
フ
ォ
ー
ム
見
積
も
り
チ
ェ
ッ
ク

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
専
門
の
相
談
員
（
建
築
士
）
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
事
前
に
受
け
れ
ば
安
心
で
す
。

　

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
は
、
高
額
で
、
簡
単
に
や
り
直
し
が
で

き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
慎
重
に
進
め
ま
し
ょ
う
。

お
う
じ
消
費
生
活
相
談
室

毎
週　

月
・
木
曜
日
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　
　

10
時
〜
15
時

場
所　

役
場
１
階　

消
費
相
談
室

　
　
　

☎
73

－

２
０
０
１　

（
内
線
５
１
６
）

消
費
生
活
相
談
・
開
設
日
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ハイホーの行政番組 

午前　 6時～6時30分［毎日］
『行政トピックス』の放送時間 

午前  11時30分～正午［平日のみ］

午前  9時45分～ 
午後  0時45分～ 

パブリック・インフォメーション 

［平日のみ］ FM 
81.4

西和消防署からのお知らせ 

救急 
火災 

94件
0件

94件
0件

王寺町 

西和管内（7町） 

平成27年1月の
火災・救急の出動状況 

救急 
火災 

572件
4件

572件
4件

27年累計1月 

王 寺 町 役 場
上 下 水 道 課

tel 73-2001 fax 32-6447
tel 73-2568 fax 32-0620

地域交流センター
保 健 セ ン タ ー
中 央 公 民 館

tel 33-3000 fax 33-3001
tel 33-5000 fax 33-5001
tel 32-0261 fax 31-3555

お知らせ
コーナー

　２月３日(火)、永年にわたる地域の美化清掃活動に尽力された功績により、
Ｃ・Ｃ・Ｃ泉ヶ丘が第28回クリーン･グリーン実践者表彰を受賞されました。

受賞おめでとうございます

王寺町善意銀行  

【社会福祉協議会へ】

寄せられた寄附は、地域福祉事業に
有効に活用いたします。

ご寄附いただき
ありがとうございました

善意のご寄附

◎上山孝子様 から
　 　  ………… 5,000円

～王寺町公式Ｆａｃｅ bｏｏｋページ
　　　　　「雪丸おさんぽタイムfrom王寺町」より～

Ｆacebookページもぜひご覧ください！（アドレス：https://www.facebook.com/yukimaru11）

(Ú ὼ )/やった～、２連覇だよ～♪
きょうは、先月におこなわれました県内ゆるキャラ大投票『優勝』の表彰
式をしていただきました！
大会の主催である奈良日日新聞の藤山社長から、賞状とトロフィーをい
ただきましたよ～～～
最後に「LoveLoveゆきまる！」のダンスを王寺ジュニアバンド「ハルモ」
のみなさんの演奏で片岡の里保育園のおともだちといっしょに踊って、
お祝いしてもらいました！
(U ώ`)/表彰式には、た～っくさんの方が集まってくださり、本当に
僕は幸せものだと実感しました！
いつも応援ありがとうございます～～～　　（2月15日投稿分より）

雪丸NOW!
ナ　　ウ

雪丸 V2達成第5回　県内ゆるキャラ大集合&大投票

2位のしかまろくん
に

300票以上の差を
つけ



す
く
す
く
王
寺
っ
こ
平
成
27
年
1
月
21
日（
水
）撮
影
（
10
か
月
児
健
診
に
て
）

あ・と・が・き

■
 発
行
・
編
集
／
王
寺
町
役
場
・
政
策
推
進
課

■
 発
行
年
月
日
／
平
成
2
7
年
3月
6日（

金
）

　2月15日（日）に行われた、ファミ
リーウォークの様子です。
　当日はお天気にも恵まれ、参加さ
れたみなさんは家族で王寺を巡る、
このウォーキング企画を満喫されて
いました。

聡太ちゃん（10か月）
そう　た

心雪ちゃん（3歳）
こ　ゆき

▲

心桜ちゃん（5歳）
こ　はる

いつまでも３人仲良く元気に
大きくなってね

夏帆ちゃん（11か月）
か　 ほ

大哉ちゃん（4歳）
ひろ　や

▲

大きくなってね！

紗椰ちゃん（11か月）
さ　 や
▲

元気で優しく
思いやりのある子に育ってね！

唯紗奈ちゃん（11か月）
い　さ　な

樹乃ちゃん（3歳）
じゅ　の

▲

宝物の３兄妹♡
たくさんの幸せが届くように

咲玖ちゃん（10か月）
さ　 く
▲

めざせ横綱！

祐翔ちゃん（11か月）
ひろ　と
▲

ひろと　愛してるぜ！！
希笑ちゃん（11か月）
の　 え

斗希ちゃん（4歳）
と　 き

▲

兄妹仲良く元気に育ってね！

海心ちゃん（12か月）
う　 み

一世ちゃん（2歳）
い　　よ

▲

元気が１番！大きくな～れ！！
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王寺町ホームページ http://www.town.oji.nara.jp/
eメール yawaragi@town.oji.nara.jp

この用紙は再生紙を使用しています。
環境負荷が少ない植物油インキを使用しています

〒
636-8511 

奈
良
県
北
城
郡
王
寺
町
王
寺
2丁
目
1ー
23 

tel 0745ー
73ー

2001  fax 0745ー
32ー

6447
■
 王
寺
町
役
場
 

王
寺
町
役
場

■今月の表紙

のうごき 平成27年1月31日現在（前月比）
人口 23,246人（－36） 男 11,040人（－7） 女 12,206人（－29） 世帯数 9,744世帯（－8）

こんにちは！王伸担当のコウちゃんです。
ついこの間お正月を迎えたと思っていたら、早いものでもう３月です。
長かった冬が終わり、春の季節がやってきました。春の楽しみは、なんといって
も花見です！美しい桜の下での、ごちそうにお酒・・・考えただけでも楽しみです
♪（私は、どちらかといえば、「花より団子」です。笑）そうそう、桜といえば王寺町
では、現在、　下川における桜の回廊づくりを進めています。桜が咲き誇る　下
川を想像すると、今から非常に楽しみです。桜が大きく成長するにはある程度の
期間を要しますが、その分、桜の成長を長く楽しんでいきたいですね！

（詳しくは、３ページを参照くださいね！）


